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   This report is a record of the activities in 2013 of Moraes’s Studies Group launched in July 31, 2010. The members of 
Moraes’s Studies Group, T. Miyazaki (English Literature, Comparative Literature), E. Ishikawa (German Literature, 
Comparative Literature), M. Satoh (Plant Physiology), M. Sakai (Clinical Psychology), all at the Institute of Socio-Arts and 
Sciences, The University of Tokushima, have been continuing analytical research on Moraes’s works and trying to open new 
facets of Moraes’s biographical aspects, including the activities of organizing exhibitions and lectures on Moraes.  
   As the basic activities we organized and have been organizing regular meetings every month or every two months, reading 
Moraes’s O ‟Bon-odori„ em Tokushima, Ó-Yoné e Ko-Haru, and Relance da Alma Japonesa.  
Our activities are still going on and developing with the cooperation with other local groups in Tokushima and Kobe. 
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グローバリズムとモラエス 	 — 	 モラエスが世界に広げた〈徳島の自然・人・心〉の再構築 	 — 	 

































研究例会・読書会の実施状況（平成 25 年度分） 
・平成25年  5月18日 【研究会例会・読書会】 
・平成25年  6月29日  	 【研究会例会・読書会】 
・平成25年  7月27日 【研究会例会・読書会】 
・平成25年  8月31日 【研究会例会・読書会】 
・平成25年 10月12日 【研究会例会・読書会】 
・平成25年 12月14日 【研究会例会・読書会】 
・平成26年  1月25日 【研究会例会・読書会】 
・平成26年  3月  8日 【研究会例会・読書会】 
・平成26年  3月29日 【研究会例会・読書会】 
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 潮音寺の墓参 
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トガル協会第 76 回例会：2014 年 2 月 21 日：ウェス
ティンホテル大阪）などを実施しており，これによっ
てモラエスを知る人が徐々に増えつつある。また，平
成 26 年度には四国コンソーシアムの e-learning の授
業に「モラエスの徳島〜グローバリズムと異邦人〜」
を企画し，後期に開講することが決定している。 
 
４．�今後の展�望 	 
神戸のNPO 法人神戸外国人居留地研究会や，大阪，
東京の日本ポルトガル協会とも連携が取れる体制が
できあがっており，また，「総合科学部モラエス研究
会」のブログが縁で，モラエスの遠縁の子孫でモラエ
スの研究も行っている研究者やその関係者とも連絡
と連携体制が整いつつある。こうした取り組みと本研
究計画とが連動して，さらなる研究のテーマが生まれ，
参加者のそれぞれが自分の立場から取り組んでおり，
新たなモラエス研究の論文集や資料集などを刊行する
ことを計画している。 	 
 	 本研究プロジェクトは，中期計画を念頭に置き，地
域科学の一側面として，徳島の歴史や文化の諸相を再
発見すべく，グローバルな視野から徳島の自然・人・
心を眺め，モラエスにとって徳島が何であったかを軸
として，ポルトガル，そしてヨーロッパに伝えられた
「徳島」を，モラエスがとらえた徳島の「自然」，「人」，
「心」を読み取りながら再構築することを目的とした。
参加者がそれぞれの専門分野から検討を加え考察し比
較しつつ，モラエスの作品分析から読み取るという基
礎的な作業や，資料の調査並びに確保を現在も継続し
ている。だが，まだ不十分なものであり，現時点では
まだ継続中の研究プロジェクトであると考えられるが，
モラエスの親戚筋の子孫一家を招き，モラエスに関す
る情報交換やモラエス忌への参加を実現できたことは，
本研究計画の名称にまさに合致する成果であったと言
える。さらに多方面との関わりについては，モラエス
会や徳島日本ポルトガル協会との繋がりを一層強固な
ものにしつつ，大阪日本ポルトガル協会，NPO 法人
神戸居留地研究会，ロータリークラブなどとの連携並
びに協力関係が出来上がりつつある。また，徳島県立
文学書道館や図書館，文書館，徳島市立図書館等との
連携も得られている。「総合科学部モラエス研究会」と
しての活動により，例会の参加者から貴重な情報を得
ることができ，それを本研究の成果発表に活かすこと
ができる状況ができつつある。また，地元の文化的な
遺産ともいえるモラエスを，若い世代に伝えたいとい
うことがあり，学生の参加も得られているので，さら
に広げてゆきたい。今後さらに研究を通してモラエス
の作品についての十分な紹介を図ることによって，学
生や地域の市民，さらには他の地域に対してもモラエ
スを軸とした文化継承並びに地方創生が行えると考え
られる。 
